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はじめに  

糖尿病は、糖尿病患者さんと糖尿病の可能性がある予備軍をあわせると、

全国で約 2200 万人いると推定されている国民病ともいえる病気です。「糖

尿病と言われたけど症状がないし、元気だから大丈夫」「インスリンなん

て重症の人が使うんでしょ・・」と思っておられる方、ぜひ糖尿病につい

てまたその治療薬について一緒に考えてみましょう。 

 

糖尿病について 

糖尿病には 1 型糖尿病と 2 型糖尿病、その他の糖尿病、妊娠糖尿病があ

りますが、90％以上の方は 2 型糖尿病です。血糖を下げるインスリンとい

うホルモンの分泌が不足したり、インスリンの作用が不十分（インスリン

抵抗性）なために、血液中のブドウ糖（血糖）が高くなります。そして、

血糖が高いまま放っておくと慢性の合併症（眼・腎臓・神経・脳血管・心

臓など、身体中の血管を巻き込んだ合併症）を引き起こします。最終的に

は失明に陥ったり、透析治療や脳梗塞、心筋梗塞など生活の質が低下する

状態を引き起こすこともあります。ただし、糖尿病の治療を早期から開始



し、より良好な血糖コントロールを得ることで、これらの合併症の進展を

抑制することが、世界的な多くの研究で証明されています。 

 

治療薬について  

糖尿病の治療はなんと言っても「食事・運動療法」が基本です。現時点

ではお薬だけで糖尿病が完治することはありません。血糖を下げるお薬で

血糖が下がっても食事療法が乱れるとお薬の効果が無くなり、お薬の無駄

遣いにもなりかねません。 

2 型糖尿病に対して、食事・運動療法を行っても良好な血糖コントロー

ルが得られない場合に使われるお薬についてご紹介します。 

糖尿病のお薬には、飲み薬とインスリンがあります。 

1. 飲み薬 

(1) SU 薬（スルホニル尿素薬） 

お薬の名前 :アマリール、オイグルコン・ダオニール、グリミクロ

ンなど*： 

速効型インスリン分泌促進薬 

お薬の名前：ファスティック、グルファストなど 

-作用・注意点- 

インスリンを分泌する膵臓に働いてインスリンの分泌を促し血糖を

下げます。低血糖に注意が必要です。危険性が高くオイグルコン・ダオ

ニールは欧米では使わないように勧告されています。 

(2) α―グルコシダーゼ阻害薬  

お薬の名前:グルコバイ、ベイスン、セイブルなど*  

-作用・注意点- 



食直前に服用することで、糖分の分解・吸収を遅らせ、食事による血

糖の急激な上昇を抑えます。放屁や下痢・便秘などが出現することがあり

ます。ベイスンは糖尿病発症に予防効果があるので今後耐糖能異常者に使

えるようになりそうです。 

(3) ビグアナイド薬  

お薬の名前:メルビン、グリコランなど* 

-作用・注意点- 

ブドウ糖が作られるのを抑え糖の利用をよくします。肥満患者の多い

欧米では糖尿病と診断されたらすぐ服用を開始することになっています。

下痢や嘔気などが出現することがあります。腎機能の低下した患者さんに

は使えません。またヨード造影剤使用時には一時的にこのお薬は中止され

ますので、主治医の指示に従ってください。 

(4) インスリン抵抗性改善薬 

  お薬の名前:アクトス 

-作用・注意点- 

インスリンを効率よく働かせて血糖を下げます。金額ベースでは世界

で最も使われている飲み薬です。重篤な肝機能障害や心不全のある患者

さんには使えません。体重増加や浮腫など出現することがあります。ま

た最近では骨折の可能性について報告があります。 

*他にもジェネリック医薬品が存在しますので、お薬の種類や名称は薬剤

師に確認しましょう。 

 

2. インスリン 

インスリンは怖いものではありません。インスリンは私達の膵臓から分



泌され血糖を下げる唯一のホルモンで、もともと体の中にあるものです。

1 型糖尿病の場合は膵臓でインスリンを作れない状態なので、一生インス

リン注射を続ける必要があります。2 型糖尿病の場合は、一度インスリン

注射を開始して厳格な血糖コントロールを継続していると、インスリン注

射が必要なくなることもあります。インスリンの副作用に低血糖がありま

すが、低血糖について適切な対応を理解していれば怖いものではありませ

ん。 

インスリンの製剤はペン型インスリン製剤、ペン型キット製剤（ディス

ポーザブル：使い捨て）、バイアル製剤があります。インスリンは作用時

間によってさらにさまざまな種類に分けられています。ご自分の使用して

いるインスリンがどのくらいで効果が出て、どのくらい効果が持続してい

るか主治医や薬剤師に聞いてみましょう。 

 

3. その他の治療薬 

現在様々な糖尿病治療薬の研究が盛んに行われており、今年・来年には

消化管から分泌されるインクレチンというホルモン関連の治療薬（GLP－

１受容体作動薬、DPP-4 阻害薬）が注射、飲み薬として日本でも発売され

る予定です。低血糖をほとんど起こさず、より良い血糖コントロールが得

られる可能性がある新しいお薬として期待されています。 

また、糖尿病合併症の進展を抑制するには、血圧コントロール・脂質コ

ントロールも大切です。高血圧も高脂血症も心血管疾患の発症の危険因子

とされています。さらに糖尿病がある場合は心血管疾患のリスクを高める

ことになりますので、血圧や脂質を厳格に管理することが必要です。血

圧・脂質のお薬を中断なく継続して服用することがなにより大切です。 



最後に 

お薬を自己管理していく上で重要なことは、自分の使用しているお薬に

ついて十分な情報を得ることです。お薬の情報や知識をしっかり持ってい

ると以下のような利点があります。 

① お薬を正しく使用することにより、お薬の効果が最大限に発揮される。 

② お薬の副作用を未然に防ぐことができたり、適切に対処することがで

きたりする 

③ 旅行先での盗難や災害時、お薬の名前が分かれば適切な処方薬を得る

ことができる 

糖尿病治療は食事・運動療法が基本ですが、お薬も正しく使用すること

で良好な血糖コントロールを得る有用な手段の一つとなり得ます。お薬に

ついて分からないことがありましたら、主治医や薬剤師にぜひご相談くだ

さい。 


